
　CO2 排出量の削減に向けた電動化や水素を含む再生可能代替燃料の導入など，化石燃料で
動く内燃機関を将来的に規制する議論が近年活発化しています。
しかしながらその大半が乗用車に焦点を当てたものでしかなく，将来に亘ってエネルギー
消費予測の過半を占める商用車や農機，建設機械，更には船舶といった経済活動に密着した
分野まで包含した議論となっていないのが現状です。
そこで本シンポジウムでは，パワートレーンを動かすためのエネルギーの生産プロセスと
供給バランスまで遡って低 CO2を実現する手段がどのようなものになるのか，また各分野で
活躍するパワートレーンが将来的にどのような形に進化し，人々の暮らしに寄り添い続ける
のか議論します。また，クリーンで高効率なディーゼル機関を支える将来技術についても最
近の動向を踏まえて総括するとともに，将来的な課題について議論します。生活に密着した
ディーゼル機関の多様性と未だ尽きぬ可能性について理解を深め，将来の低CO2 化社会に
向けた議論が実りあるものになることを期待します。
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